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《論　説》
日本資本主義確立期における
　　　　　　　高知県の産業構造と地域構成
神 立 春 樹
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1　本稿の課題
　筆者は，「日本資本主義の確立にともなう民衆生活の変容」というテーマ
での検討を進めてきている。その一つとして，消費生活の状況をも記載した
「国是」資料にもとつく検討を行なっている。ところで，日本近代は近代
化・資本主義化身程の特質に規定されて特異な地域構成をとるに至った。資
本主義の成立・発展は，それにともない近代工業都市が成立し，都市と農村
の乖離・対抗が生ずるが，わが国の場合はこの工業・都市と農業・農村の関
係自体が特異であり，さらに，著しい中央集中によって生ずる中央と地方の
対立，そしていわゆる「表日本」・「裏日本」などの地域格差を生み出して
いる。民衆は，このような特異な構成をとるそれぞれの地域に存在するが，
それゆえに生活状況は地域的多様性をもっている。したがって，民衆生活状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　況の検討に際しても地域的な比較検討が必要である。
　ところで，r「郡是・市町村是」資料目録一旦「産業調査書」一』によれ
く　　
ば，その「町村是」資料の地域的作成・残存状況は府県によってかなり大き
く異なる。その府県別一覧表の県是，郡是，市章，町村是から町村是のみを
引き出すと，全国で878点であるが，府県別には，最大は新潟県の140点，つ
いで福岡県の132点，島根県の92点，茨城県の84点などがそれにつぎ，他方，
青森県，山口県，沖縄県はO，宮城県，岡山県，広島県，徳島県，香川県，
長崎県などが1点のみというように差異が大きい。中国・四国地方では，島
根県は全国的にみても有数であり，また，鳥取県も26点でかなり多いが，そ
の他では高知県が10点，愛媛県が6点あるほかはいずれもきわめて少ない。
中国四国諸県のなかでは，高知県はそれが一定数存在しているところであ
（1）この点については拙著r産業革命期における地域編成』1977年　御茶の水書房　第1
　章第2節を参照されたい。
（2）高橋益代編r「国是・市町村是」資料目録一付「産業調査書」一』1982年　一橋大学
　経済研究所日本経済統計文献センター　25～26ページ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのる。そして，この高知県は，「わが国の中央地域から隔絶し」た地，「日本歴
史の流れからみても，ほとんどつねに中央の文化地域から遠く離れ，現在で
も関東・東海・近畿中央部・瀬戸内・北九州と連なる日本の政治・経済・文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの化の中枢地域からはずれ，その裏側的位置にある。」というところであり，
上述の課題検討の対象の一つとしてはきわめて適切であると思われる。筆者
の一連の研究の一環としてこの高知県を対象とした検討を加えるが，本稿は
「町村是」による個別町村の検討に先だち，それら研究対象地の位置づけな
どを明確にするために，わが国資本主義確立期の高知県の全国における産業
経済的位置と構造，県内の地域的構成の特徴を概観するものである。
2　戦前期高知県の産業構造
　（1）農工構成
　戦前期高知県の産業構造の特徴を，以下いくつかの点からみていく。
　まず，全生産部門構成を，就業人口，生産額からみる。第1表は，高知県
の就業人口構成の特徴をみるためのものである。
　この年（1930〔昭和5〕年）のわが国の産業別就業人口構成は，農業が
47．7％で，これに水産業を加えた第1次産業は49．6％に達している。他方，
工業は15．9％で，これに鉱業と建設業をあわせた第2次産業は20．1％，そし
て第3次産業が30．3％である。府県別にみると，東京，大阪などの主要工業
府県は農業，さらには第1次産業のウェイトがきわめて小さく，他方工業，
さらには第2次産業のウェイトがきわめて大きい。これに対して，四国諸県
はいずれも，農業，さらには第1次産業が全国より大きく，工業，さらには
第2次産業のウェイトは小さい。主要工業府県と比較すると，これら四国諸
（3）『高知県百科事典』1976年　高知新聞社　276ページ。
（4）青野寿郎・尾留川正平編『日本地誌　18』1969年　二宮書店　416ページ。
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第1表　産業別就業構造 一1930（昭和5）年一
主　要　工　業 中国山陽・山陰 四　　　　　　　国
全　　国
大　阪 東　京 岡　山 鳥　取 徳　島 香　　川 愛　媛 高　知
第1次産業 49．6％1LO％6．9％ 59．3％ 66，700 62．4％59 2 57．4％62．3％
農　林　業 47．7 10．8 6．6 58．0 63．5 60．2 56．6 54．2 58．3
漁　　　業 工．8 0．26 0．26 L3 1．2 2．5 2．6 3．1 4．0
第2次産業 20ユ 35．8 33．1 19．5 13．3 14．8 18．5 16．9 15．1
鉱　　　業 0．85 0．06 0．13 0．48 0．4 0．28 0．58 0．59 0．29
工　　　業 15．9 32．3 27．1 13．6 9．6 12．0 15．3 13．6 11．7
建　設　業 3．4 3．5 6．0 5．5 3．2 2．5 2．6 2．83．1
第3次産業 20．3 53．2 60．0 21．2 20．1 22．8 22．325．7 22．6
100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
合　　　　　計 　千人Q9620 千人P559
千人
Q299
千人
U19
千人
Q49
千人
R59
千人
R46
千人
T09
千人
R50
　註　1）r第55回帝国統計年鑑』より作成．原資料は「昭和5年国勢調査」．
県は明らかに「農業県」である。高知県は農業が58．3％で，これに水産業を
加えた第1次産業は62．3％に達し，徳島県とともにそれが最も大きく，他
方，工業は11．7％と最も小さくなっており，最も「農業県」らしい県であ
る。なお，ここには中国地方のうちの山陽の岡山県と山陰の鳥取県をもあげ
てあるが，高知県は，四国諸県と同様にこれまたいずれも「農業県」である
中国諸県のなかでもそれが最も著しい鳥取県とともに工業の展開が最も小さ
いところといえる。
　第2表は，1934（昭和9）年の以上と同様の諸府県の農水・工生産額比率
を示すものである。全国の農水・工生産額比率は農業18．2％・水産業2．8％，
工業79％であるが，主要工業府県東京，大阪においては前者はそれよりはる
かに小さく，後者はそれよりはるかに大きい。これに対して四国諸県はいず
れにおいても前者は全国より大きく，後者は全国より小さい。このような四
国諸県にあって，高知県は工業は45．6％と最小で，他方農業は43．1％と最
大，そして水産業が1！．4％とほかの諸県とは抜群の大きさである。山陰の鳥
取県とともに工業のウェイトが最も小さく，農業が大きいところであり，こ
の高知県は加えて水産業が大きい。
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第2表　農水・工産額構成 一1934（昭和9）年一
主　要　工　業 中国山陽・山陰 四　　　　　　　国
全　　国
大　　阪 東　“京 岡　　山 鳥　　取 徳　　島 香　　川 愛　　媛 高　　知
農産額 18．2％ 2．3％ 1．5％ 29．6％ 51．8％ 32．0％42．6％ 23．7％ 43．1％
水産額 2．8 0．26 0．83 0．88 3．8 4．3 3．2 5．1 11．4
工産額 79．0 97．4 97．7 69．544．4 63．7 54．2 7L2 45．6
100．0 100．0 100．0 100．0100．0 100．0 100．0 100．0100．0
合　計
11，881．211β93．56 1β33．52244，90437，768 81，006 89，905178， 29 52，249
全国中
ﾌ比率
　　％100．0 　　％正4．3 　　％1L2
????
　000．32 　％0．68 　％0．76
???
　　0O，440
k
註　！）r第54回帝国統計年鑑』r昭和9年工場統計表』より作成．
　　2）合計欄の下段は実額（単位円）．
　以上のごとく，この高知県は，産業別就業人口，農水・工生産額比率から
みて，「農業・水産業県」である。
　（2）工業の部門別構成
　工業のウェイトが小さい高知県であるが，この工業の状況をみよう。第3
表はこの高知県の工業構成の特徴をみるためのものである。
　この年（1934年），わが国工業の部門別構成は，紡織が3！．！％で最：大で，つ
いで化学16．1％，金属15．6％，機械器具11．5％，食料品11．1％などとなって
いる。金属，機械器具，化学，窯業を重化学工業とし，紡織などのそれ以外
を軽工業とすると，前者は45．9％，後者は50．2％となり，後者のウェイトが
過半をやや上回る程度に漸減しつつあり，この時期となると重化学工業の展
開がみられ，軽工業国からの脱皮を辿りつつある。大阪，東京などの主要工
業府県では，紡織，食料品のウェイトは小さく，金属，機械器具，化学など
のウェイトがいっそう大きくなっている。四国諸県，それと中国諸県はここ
に表示していない山口県を除いていずれも重工業のウェイトはかなり小さ
く，軽工業のウェイトがかなり大きい。この高知県も前者が小さく，後言が
大きいが，しかし，前者は43．7％とかなりの大きさであり，後者は54．6％に
とどまり，相対的に小さく，重化学工業のウェイトの相対的大きさが目につ
く。山口県の場合は化学工業の大きいウェイトによっているが，高知県の場
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第3表　工業部門別構成 一1934　（昭禾09）　年一
主　要　工　業 中国山陽・山陰 四　　　　　　　国
全　　国
大　　阪 東　　京 岡　　山 鳥　　取 徳　翰島 香　　川 愛　　媛 高　　知
金　属 　％P5．6 　％P9．4 　％P6．5
???? ??? ???? ???? ???? ????
機　計
增@具 11．5 13．5 24．3 4．5 2．0 L4 1．7 2．2 1．3
化　学 16．1 14．3 20．6 16．0 7．9 4．4 12．0 26．0 23．6
窯　業 2．7 2．7 1．3 4．0 0．66 0．59 0．24 0．4318．4
小　計 45．9 49．9 62．7 24．9 13．8 7．3 14．9 28．7 43．7
紡　織 31．1 27．4 11．9 52．4 65．9 82．4 50．5 55．9 26．9
食料品 11．1 5．6 9．6 8．9 1L2 4．6 24．5 7．6 19．2
製材及
ﾘ製品 2．3 1．5 1．6 0．72 5．5 7．1 2．0 1．2 0．49
印刷及
ｻ本 2．1 2．7 6．4 1．1 1．2 1．5 1．0 G．54 2．5
其　他 3．6 5．8 4．5 9．5 1．6 2．4 3．4 0．68 1．1
小　計 50．2 43．0 33．9 72．4 85．4 92．0 84．5 65．9 54．6
加工修 4．0 7．1 3．4 2．7 0．78 0．70 0．575．4 1．7
100．0 100．0 100．0 100．O 100．0 100．0 100．0 100．01 0．G
合　計
9，390．061β50．11 1β03．05170，264 16，7575L58048，718 127，065 23，802
全国中
ﾌ比率
　％P00．0 　％P7．6 　％P3．9
??? ???? ???? ???? ???
・％
O．25
　註　1）r昭和9年工場統計表』より作成．
　　　2）合計欄の下段は実額（単位円）．
合は化学，窯業が大きいことによっているといえる。そもそもこの高知県の
工業生産額は小さく，その最：大の要因は各府県にかなり普遍的に成立・展開
した紡織部門の展開が微弱であることにあるのであるが，この紡織産業の微
弱さが軽工業部門のウェイトの小ささをもたらし，そのことが重化学工業の
ウェイトを大きくしているのである。
　（3）高知県における近代産業の展開
　高知県における近代産業の展開に関しては，日本資本主義の発展過程にお
ける高知県の近代産業と地域の産業構造の変化を概観した西沢弘順「高知県
における近代産業の展開と資本集中」がある。この論文は，明治以降第二次
大戦までの時期を三つの時期にわけて，わが国全体の動向との関連で高知県
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の産業動向を検討している。それによると，第一の時期は，明治初（1877）
年以降30年代（1897年～）初頭，ことにほぼ日清戦争後までであり，全国的
には資本の本源的蓄積とマニュファクチュアの形成が進み，それと並んで政
府の保護のもとでの上からの資本主義工業の移植と育成が行われ，軽工業を
中心としていち早く確立をみる時期である。この時期に高知県でも県庁内に
勧業課が設けられ，殖産興業，勧業奨励が進められるがみるべきものがな
く，特産の和紙その他工業でも工場としての発展はほとんどなく，大部分が
農家副業か零細家内工業の域にとどまっていた。しかし明治！0年代（1877
年～）後半から20年代にかけて，在来産業である和紙，石灰，製糸，醸造な
どの部門でマニュファクチュアの形成と一部機械制工場化が進んだ。
　第二の時期は，明治30年代（1897年目）から第一次大戦直後までであり，
全般的な工業化が進むとともに全体として生産および資本の集中と集積が行
なわれ，産業の主要分野をつらぬいて早くも独占資本の形成がみられる時期
である。高知県においても工業化が進み，製紙，製糸，石灰，セメントなど
の地場産業でもある程度の生産の集積集中が進むとともに，それらが多く銀
行の媒介を通じて少数の地元資本の手に集中されていき，一部はさらに独占
資本の資本系列に包摂されていく過程が特徴的にみうけられる。
　第三の時期は，第一次大戦忘すなわち大正9（1920）年の戦後恐慌から第
二次世界大戦までであり，うちつづく恐慌と不況の中で独占集中が強めら
れ，金融独占資本の本格的な確立を見，その矛盾の駆るところやがて経済，
政治をあげて戦争への道に傾斜していく時期である。高知県においては，こ
れまでの製紙，製糸，セメントなどの諸部門における地場資本による近代的
工業企業の確立，地方財閥がその基礎を確立し産業資本としての面目を発揮
した状態から大きな変化をみせる。これまで進んできた零細生産の駆逐＝工
場生産への集中傾向が進むが，その過程で，第一に，その結果として県内に
おいてはそれにかわる工場生産が数においても規模においても伸びず，いわ
ば集中が絶対的な縮小の形をとったこと，第二に，集中の主体がこれまでの
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ような地場資本にあるのではなく，決定的な契機が地場外大資本（当該部門
における独占体）の手にますますおさめられていく。
　このように，段階を下るにしたがって産業発展における地域の相対的な独
自性が失われ，ますます全国的な関連の中で中央に対する地方として従属化
　　　　　　　　くら　される傾向がある。
　以上が山本論文における日本資本主義の発達過程にみられた高知県産業の
展開の概要であるが，ここにいわれるような独自性喪失，従属化過程を辿る
高知県産業の産業資本主義確立期の状況を以下検討する。
　　3　諸産業の状況
　（D　工業
　そこで，ここで紡織と，重化学工業のウェイトを大きくしている化学，窯
業について概観しておこう。資本主義確立期の状況をみるという小論の課題
との関連で明治末についてみる。
　紡織についてまずみよう。
　製糸業については，「……明治六年生糸改良会社の設立ありてより，各地
競うて斯業を奨励し，爾来漸次発達して今日に至れり，生産地は……，製品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　は座繰を主とし機械製糸は全額の三割内外に過ぎず。」とあり，後にみるよ
うに，和紙につぐ県外移出品であるが，座繰製糸から容易に脱却できない状
況にある。
　つぎに織物業については，「絹織及び綿織を主とし，逐年増進の傾向あり
と錐も，之を前記諸県に比すれば寧ろ其進歩遅々たるを免れず。」，とあり，
うち絹織物については「……未だ著しき発達を見ず，」，綿織物については
（5）山本大編『高知の研究　4　近世・近代篇』1982年　清文堂　所収（462～488ペー
　ジ）。
（6）大日本産業調査会編『大日本産業総覧』1914年　同発行　38ページ。
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「……去る三十二年土佐木綿同業組合を組織して，これが奨励をなすと錐
　　　　　　　　　　　　　　　くア　も，未だ盛況を見る能ず，」とあり，絹綿ともに発展は微弱である。
　高知県の化学は，その中心は和紙である。和紙については，「本県製紙業は
古来全国第一に居り，其産額の如きも優に他府県を凌ぎ総額の約四分の一を
　　く　ラ示せり」とあるが，わが国第1の産地である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　この和紙製造業については，西沢弘順「高知県における製紙業の発達」に
より概観する。
　藩政期に藩の統制下にあった製紙とその流通についての藩の統制も，その
末期にはゆるみ，国内市場の拡大により，土佐の製紙業は著しく隆盛におも
むいた。しかし，維新以降明治10（1777）年頃までは，むしろ沈滞し，明治
12，13年のブームの後，ふたたび沈滞した。明治20年代（1887年～）に入っ
てようやく新しい興隆にむかい，20年代の終りから30年代（1997年前）の初
めにかけてかなり著しい伸張をみせる。この明治30年代の最初の数年間と，
大正中期，そして，この二つの時期ほどではないが，明治40（1907）～44年
に生産額は著しい伸張をみせる。明治20年代末から30年代にかけての時期の
著しい伸張期には，生産形態も従来の小生産から工場生産への転換がはじ
まった。このような，この時期の著しい発展は，明治初年以来の製紙技術の
改良発達，土佐和紙の内外市場の開拓，和紙の生産＝経営形態の転換にもと
つくものであった。
　技術の改良と発達としては，第一に，原料の面心，晒白，叩解，抄造（抄
紙），乾燥，仕上等の和紙の製造工程の諸工程を通じて，用具，技法，および
それに用いる薬品等の改良が行われたこと，第二に原料面における新原料の
採用，配合などの工失，第三に以上による和紙の品質，新品種創製をあげて
いる。
（7）前掲（6）と同一書　234～235ページ。
（8）前掲（6）と同一書　407ページ。
（9）山本大王r土佐史の諸問題』！978年　名著出版　340～358ページ。
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　このように，明治20年代（1887年～）末から30年代にかけて著しい発展を
みせ，以後明治40年忌にかけて，かなり着実な生産の増大をみせ，とくに第
一次大戦中には最：高に達するが，大正末期からむしろ停滞に転ずる。
　以上のような発展の概要が示されている高知県の製紙業であるが，これを
わが国全体に位置づけてみる。高知県の製紙業は和紙生産であるが，わが国
の紙は，漸次，和紙から洋紙へとその需要・消費が転換していくのであり，
1903（明治36）年の文部省告示による国定教科書用紙における洋紙使用がそ
　　　　　　　　　　　　　くロのの端的なあらわれとみてよい。このように，洋紙が国民的使用品となってい
くうちに，和紙は特殊な限定された物資となっていく。静岡県などが洋紙生
産に転換し，製紙業地としての地位をいっそうたかめていくのと対幅的に，
高知県は，その製紙業地としての地位を漸次低下せしめていく。和紙生産に
終始したことと関連して，機械生産＝本来の工場制工業への転換がきわめて
限定的であった。
　このように，高知県は全国第1の製紙地であったが，洋紙生産に転換でき
ずに和紙生産に終始し，手工業的和紙生産地として存続するのである。
　窯業については，セメントは「本県のセメント業は，去る明治三十年高知
市の小松竜太郎なるもの土佐郡潮江村に於て本業を開始し，同三十六年銭屋
セメント合名会社に改め経営中社運悲況に陥り，同三十八年土佐セメント合
資会社に之が全部を譲り渡し，同社は四十一年更に株式組織に改め今日に至
れり，現今職工約百五十，年産額約七万樽を聴せり。」，瓦・煉瓦は「香美，
　　　　　　　　　　　　　　くの幡多，安芸の三郡」，としている。こころみに，明治42現在の『工場通覧』に
よれば，セメント工場は土佐セメント株式会社工場（土佐郡潮江村明治41年
8月創業　職工男125，女12，原動力蒸汽機関4基一783馬力），石灰工場は長
岡郡稲生村に3工場（職工それぞれ16，5，14），瓦製造工場は，香美郡細意
（10）日本経営史研究所編『製紙業の100年一製の文化と産業一』　1985年　王子製紙・十条
　製紙・本州製紙発行　82ページ。
（11）前掲（6）と同一書　357，365ページ。
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子村2（職工各5，7，），安芸郡安田村2工場（職工各7，6），川北村2工
場（職工各5，11）のみである。
　日清戦後の活況期の県下における状況を記すなかで，工業について，「本
県の工業も全国のそれと揆を一にして明治三十年前後において家内工業が工
場工業化してきた。当時本県の主要工業といえぽ製紙，製糸，織物，煙草，
経木真田，麦谷真田などで，製紙工場は明治二十五，六年から三十五，六年
にかけて多く設立せられ，製糸工場は二十年代から三十年にかけて，織物工
場は三十年から三十一，二年に，煙草工場は明治初年からあった上に二十年
代から三十年代にかけて，経木真田，麦桿真田は三十六，七年に多く設立せ
られた。然し当時の工場は小規模の個人企業が多数を占めた。それが会社
組織に改められ近代工業の体形を整えてきたのは日露戦後のことであっ
　　くのた。」，として，明治30年代における工場をあげている。工場は一定の数で
はあるが，個人形態に加えて，原動機が入らず，本来の工場ではなかった。
このように，工業における工場生産への転換は遅滞していた。
　（2）農業，林業，水産業
　暖地農業として，水稲二期作，園芸農業で知られている高知県農業である
が，元来は，山地が多くて，耕地面積は8％に過ぎず，農業条件は良好とは
いいがたい。「本県はその地勢が平坦地に恵まれること少く，山また山の山
岳地帯が多いので山間部の谷間に散在する段々の水田や傾斜度の強い山畑，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　伐替畑などの傾斜地農業が比較的早くから普及」しているが，中心である米
作も，水稲反収は，明治，大正，昭和戦前期を通じて，そして，戦後も全国
　　　　　　　　く　の平均よりかなり低い。このように，農業生産は発展的ではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの　山岳地帯の多い高知県は林業は，杉，檜で，木材生産があり，木材，およ
（12）津村久茂編r高知県史』上巻　1951年　高知県編纂会　330ページ。
（13）前掲（12）と同一書　557ページ。
（14）山田盛太郎r日本農業生産力構造』1960年　岩波書店。
（15）前掲（12）と同一書　593ページ。
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び薪炭は重要な移出品である。
　このように，農業的基盤は弱いが，水産業は盛んであった。「本県は百里の
海岸線を有し黒潮常に沿岸を洗い魚族豊富で昔から水産国として知られ」て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエのおり，「鰹節のごときも古くから土佐の特産として有名で」あった。この鰹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの漁業とともに，近海捕鯨も土佐の漁業を代表するものであった。
　ちなみに，1919（明治42）年の府県別漁獲物価額をみると，高知県は，千
葉県442万2千円，静岡県397万2千円につぐ第3位の330万7千円という有
数の漁業県である。水産製造物も北海道，静岡県，長崎県についで第4位
で，食料だけでは北海道，静岡県につぐ，鰹節，鮪節など油類の産地であ
　　　　　　　　　　　　　　　くゆる。また珊瑚の第1の捕獲地である。
4　物産県外移出入の状況
　（1）部門別・品目別の状況
　r高知県統計書』に記載されている「県外輸出品」「県外輸入品」欄の物品
を部門別に分類して，部門別構成の特徴をみる。部門別分類は，これまでに
筆者の岡山県についてのそれを踏襲した。ただし，そこでは其他雑品として
一括されていた紙及其原料，木材を部門とした。第4表は，1899（明治32）
年と1912（大正1）年の県外移出入の部門別，個別品目別構成を示すもので
ある。まず，1889年についてみよう。
　移出についてみると，紙及原料が最大で，実に全体の41．2％を占める。つ
いで，糸類及原料17．5％，水産物16．7％，油類及燃料7．7％，其他雑品
6．2％，木材3．2％，飲食物3．2％である。他方，移入では，最：大は其他雑品
（16）前掲（12）と同一書　602ページ。
（17）前掲（12）と同一書　604ページ。
（18）以上『第26次農商務省統計表』より算出。
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第4表　高知県物産県外移出入
1889（明治32）年 1912（大正1）年
移　出　額 移　入　額 移出入額 移　出　額 移　入　額 移出入額
普　通　農　産　物 0．49％ 18．0％ 8．3％ 1．3％ 17．3％8．8％
水　　　産　　　物 16．7 2．2 10．2 12．0 2．8 7．8
飲　　　食　　　物 3．2 10．9 6．7 0．66 lL3 5．7
織物及同製品 0．13 22．8 10．3 『 19．8 9．3
糸類山偏原料 17．5 7．4 13．0 18．2 3．8 11．4
金属及同製品 1．7 3．1 2．3 2．3 6．4 4．2
油　類　及　燃　料 7．7 5．6 6．7 7．7 10．6 9．1
肥　　　　　　料 一 0．13 0．06 一 1．2 0．07
家　畜　・　家　禽 L8 0．50 L2 2．2 一 1．1
紙　及　共　原　料 41．2 5．0 25．0 34．0 7．2 21．4
木　　　　　　材 3．2 一 1．8 8．8 一 4．7
其　他　雑　　品 6．4 24．4 14．5 12．6 18．5 15．4
100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
合　　　　　　計
6，698，5005，466，48112，164，98114β87，33512，728，0887，115．42
?
0．36 14．1 6．6 1．2 10．9 6．2
生　　　　　魚 2．7 0．10 1．5 4．6 一 2．2
鰹　　　　節 6．8 一 3．7 4．1 一 2．0
砂　　　　　糖 2．1 2．7 2．4 0．66 3．0 L8
酒　　　　　類 一 1．8 0．82 一 2．4 1．1
醤　　　　　油 一 1．4 0．62 一 2．1 1．1
木　綿　織　物 一 10．3 4．6 一 12．7 6．5
洋　　反　　物 『 4．0 1．2 『 1．9 0．97
呉　　　　　服 』 4．2 2．3 一 0．67 0．35
紡　　積　　糸 4．9 2．2 一 2．5 1．3
生　　　　　糸 16．4 一 9．0 14．1 一 7．6
??????????????????????????
石　　　　　油 一 3．4 1．5 一 2．3 1．2
石　　　　　炭 一 1．2 0．53 一 1．8 0．92
和　　　　　紙 39．8 一 21．9 31．7 一 15．4
製　紙　原　料 1．4 2．1 1．7 2．3 4．0 3．2
製　紙　薬　品 一 2．2 0．98 ｝ 1．5 0．76
板　　　　　類 0．16 一 0．09 2．9 一 L4
丸　　太　　類 2．9 一 L4
材　　　　　類
｝・1
一 L7 2．4 一 1．2
煙　　草　　類 0．06 2．0 0．92 一 4．1 2．1
木　　　　炭 5．9 一 3．3 6．9 一 3．3
薪　　　　類 1．7 一 0．96 0．88 一 0．43
セ　　メ　　ン　　ト 一 『 一 5．0 一 2．4
註　1）両年度の丁高知県統計書』より作成
　　2）合計欄の下段は実額（単位円）．
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24．4％，ついで織物及同製品22．8％，普通農産物18．0％，飲食物10．9％，糸
及同原料7．4％，油類及燃料5．6％，紙及其原料5，0％，金属飛礫製品3．1％な
どとなる。
　個別品目としては，移出は，和紙39．8％，生糸16．4％，鰹節6．8％，木炭
5、9％，丸太類・材類3．1％，生魚2．7％，砂糖2．1％，薪類1．7％，製紙原料
1．4％などである。移入では，米14．1％，木綿織物10．3％，呉服4．2％，洋反
物4．0％，石油3．4％，紡績3．0％，砂糖2．7％，製紙薬品2．2％，製紙原料
2．1％などとなる。
　つぎに1912（大正1）年についてみよう。
　最大の移出品であった和紙が3L7％で最も大きく，それにつぐ生糸が
14．1％，木炭6．9％，丸太類・材類5．3％，セメント5％，生魚4．6％，鰹節
4．1％，製紙原料2．1％，などとなる。！899年と比較して和紙，生糸ともにや
や低下しているが，大きな変化はない。他方，移入は，木綿織物が12．7％
で，米の10．9％を上回り，これらについで煙草4．1％，製紙原料4．O％，砂糖
3．0％，紡績糸2，5％，酒類2．4％，石油2，3％となっている。このような主要
個別物産の変動により，部門別にも若干の変動があるとはいえ，基本的には
1899年と変らない。
　以上を通じてつぎのように要約できる，この高知県の移出は，産出物であ
る和紙，水産物，製糸，林産物，それに砂糖，製紙原料などである。いずれ
も，高知県の特産物である。他方，移入は，県内で自給できない米，展開が
不十分な木綿織物を最大とし，呉服，洋反物のような消費品であり，これ
に，石油，製紙材料などの生産資材である。総じて，消費品が多いが，これ
は県内での生産基盤の弱さの反映である。生産資材も比較的小さいのは，和
紙生産の原料が楮，三桓で県内生産があるからである。
　物産県外移出入についてのこれまでの検討によれば，たとえば，岡山県に
おけるそれが，米，綿糸などを主要移出品とし．綿糸紡績の原料である繰綿
を最大の移入品とし，この繰棉をはじめ肥料，油類・燃料などの工業（紡績
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業），農業の原材料，生産資材を移入しているところに，岡山県の当該時期に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　おける産業の構成の反映をみることができた。すなわち岡山県は，農業県で
あり，かつ綿糸紡績業などの繊維工業が顕著に展開している，などというこ
とを明瞭にみることができたが，この高知県の物産移出入の部門別構成は，
農業的基盤の脆弱さ，水産，林業への依存の大きさ，製紙業などの在来産業
をのぞく近代工業の末展開，などの状況を反映しているといえるのである。
　（2）移出仕向地・移入仕出地の状況
　第5表は，県外物産の移出仕向地，移入仕出地を示すものである。まず，
1912（大正1）年についてみよう。
　この年の移出入全体では，大阪53．4％，神戸23．2％，東京8．1％，伊予
3．7％，阿波1，6％，讃岐1．5％，豊後1．3％，となっており，阪神が78．6％と
なり，従前からの阪神との結びつきが強いことを反映している。東京も一定
のウエイトを占める。
　移出では，大阪50．1％，神戸25．0％，東京14．1％，伊予L4％，横浜1．0％，
讃岐0．65％，尾張0．44％，安芸0．39％，小樽0．32％，紀伊0．31％，和泉
0．31％，となり，阪神が75．1％を占めるが，東京が14．1％とかなり大きいこ
と，小樽，函館のような遠隔の地にまで及んでいることが特徴的である。
　移入は大阪が最大で25．0％，ついで神戸が20．9％となり，さらに伊予
6．8％，豊後3．1％，讃岐2．7％，阿波2．6％，筑前1．6％，豊前1．1％，日向
0．78％，安芸0．55％，播磨0．53％，その他1，5％，どなる。この移入では最大
の大阪が移出におけるほど大きなウェイトを占めず，また，移出では上位に
あった東京や，小樽，函館のような遠隔地もあったカミ，移入にはそれらはな
くなり，仕出地は四国，九州の諸県が一定のウェイトを占めている。
　ところで，移出品中の最大である紙のみの移出先をみると，大阪35．6％，
東京35．4％，神戸5．8％，横浜2．6％，小樽0．94％，函館0．63％，その他
（19）前掲（1）と同一書　38～40ページ。
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第5表　高知県物産県外移出入地 一1912（大正1）年一一
移
?
移 入 移
?
入
大 阪 50．1％ 25．0　％ 53．4
?
?
戸 25．0 20．9 23．2
東
?
14．1 一 8．1
伊 予 L4 6．8 3．7
阿 波 0．08 2．6 1．6
讃 岐 0．65 2．7 1．5
豊 後 一 3．1 1．3
筑
?
一 1．6 0．67
横
?
1．0 一 0．58
豊 前 一 1．1 0．48?
芸 0．39 0．55 0．46
? ?
一 0．33 0．33
尾
?
0．44 一 0．25
播
?
㎝ 0．53 0．23?
泉 0．31 一 0．18
紀 河 0．31 一 0．18
小 樽 0．32 一 0．18? ?
0．21 一 0．12? ?
0．07 一 0．04
長
?
0．04 一 0．02
そ の 他 2．8 1．5 0．65
?
計 100．0 100．0 100．0
註　1）『大正元年　高知県統計書』より作成．
1．2％で，東京のウェイトが大きい。先ほどの西沢論文は，明治初（1877）年
から10年代にかけての停滞的状況から，20年代末から30年代にかけてのめざ
ましい伸張の要因として，新市場の開拓，具体的には土佐紙の東京直輸，海
　　　　　　　　　　　　　ゆう三市場の開拓をあげているが，ここにみる東京のウェイトの大きさはその反
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映である。
　（3）移出入地（集散地）の状況
　山の多い高知県は陸上交通はきわめて不便で，四国他県への陸上交通の不
便さは著しい。1886（明治19）年田辺良顕知事のイニシアティブに始まる県
下道路網の整備はそれなりに整ったものの大量の物資の運搬は困難であっ
た。それに鉄道敷設も遅滞した。すなわち，幹線鉄道である土讃線は，
！915（大正4）年着工，1924（大正！3）年3拒まず須崎～日下問16哩余開
通，同11月須崎～高知問開通，1925（大正14）年11月山田に延長，四国中央
山脈を横断する山間部の難工事進捗し，1938（昭和13）年完成，11月土匪線
全通した。ここにようやく1893（明治26）年鉄道敷設運動開始以来半世紀を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　り経て本州との鉄道連絡が具体化した。1939年には久礼に延長した。このよう
に鉄道敷設は遅い。
　元来阪神方面とのつながりが大きく，人々の往来や物資の輸送は海路が多
　　　　　　　　　くのくつかわれていたが，このような陸上交通の事情から高知県の県外からの物
産の移出，移入はこの時期も海上輸送に依存している。こころみに，物産県
外移出入の陸路・海路別をみると，第6表にみるように，1899（明治32）年
は，陸路4．2％，海路95．8％，1912（大正！）年はそれぞれ4．5％，95．5％で
あり，圧倒的に海上輸送である。
　ところで，r高知県統計書』の「輸出入地方別」は，県外物産移出入集散地
の記載である。第6表はそれを郡別に示すものである。
　1899（明治32）年は，吾川郡78．5％，幡多郡9．5％，高岡郡5．9％，安芸郡
3．0％などとなるが，1912（大正1）年は高知市72．0％，幡多郡9．7％，高岡
郡8．1％，安芸郡6．4％などとなる。吾川郡はわずか1．2％となった。これは，
諸港湾のなかで，圧倒的なウェイトを占める浦戸港が当初は吾川郡に属して
（20）前掲（9）と同一書　348～352ページ。
（21）前掲（12）と同一書　556ページ。
（22）山本大r高知県の歴史』　1969年　山川出版社　217ページ。
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第6表　高知県郡市別物産県外移出入状況
1899（明治32）年 1912（大正1）年
移　　　出 移　　　入 移由入 移　　　出 移　　　入 移　出　入
高　　知　　市 一％ 一％ 一％ 66．1％ 79．3％ 72．0％
安　　芸　　郡 4．3 L5 3．0 8．9 3．3 6．4
香　　美　　郡 0．82 D．22 0．56 L7 0．70 1．3
長　　岡　　郡 3．0 L8 2．5 1．4 0．92 i．2
土　　佐　　郡 一 一 一 0．19 0．03 0．12
吾　　川　　郡 72．3 92．5 78．5 0．43 2．3 1．2
高　　岡　　郡 8．8 2．3 5．9 10．5 5．1 8．1
幡　　多　　郡 10．8 7．8 9．5 10．8 8．4 9．7
100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
全　　　　　　県
6β14，6025．33L50212，146，10214，562，36416，613，71726，176，081
浦　　　　　　　戸 72．3 85．5 78．1 66．1 79．3 72．0
須　　　　　　　崎 7．5 ユ．5 4．9 6．5 3．3 5．ユ
下　　　　　　　　田 4．8 3．3 4．1 6．0 2．7 4．6
相　島　古　満　目 1．4 1．1 1．3 O．48 2．4 L3
赤岡，岸本，夜須 0．80 0．22 0．56 1．6 0．66 1．2
甲　浦　　・　野　根 0．31 0．60 0．44 L1 1．4 1．2
大　　　　　　　崎 0．02 0．95 0．43 0．29 2．0 1．2
?????????????????
久　　　　　　　礼 0．91 1．3 0．57 1．7 0．11 0．99
宿　　　　　　　毛 1．0 0．89 0．96 1．1 0．72 0．91
’安芸，　伊尾木 0．50 0．04 0．30 1．2 0．23 0．79
奈半利，田辺，安田 2．0 0．17 L2 一 一 『
東　　　本　　　山 1．9 0．19 1．2 一 一 『
江　　　川　　　崎 0．54 1．7 1．0 一 一 　
西　　　豊　　　永 0．77 0．98 0．86 一 皿 『
海　　　　路 96．3 95．2 95．8 96．1 94．8 95．5
???
陸　　　　路 3．7 4．8 4．2 3．9 5．2 4．5
註　1）第4衷と同一書より作成．
　　2）全県欄下段は実額（単位円）．
いたものが，高知市に編入されたことによるのである。浦戸港は当初から高
知市の窓口である。
　港湾別では，この浦戸港が圧倒的なウェイトを占めるほか，須崎，下田，
相島，赤岡，甲浦，大崎，久礼，宿毛，奈半利，東本山などの太平洋に面す
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る県下各地にある港が集散地となっている。高知市の玄関口である浦戸港
は，移出品におけるより移入におけるウェイトが大きく，そのほかは総じ
て，移出におけるそれが移入におけるそれよりも大きい。浦戸港は最大の消
費地をひかえて県外からの消費物資が搬入されるところとなっている。他
方，そのほかの多くは物産の搬出地となっている。
　（4）有力商人の存在状況
　この物産の移出入状況とかかわって有力商人層の存在状況をみよう。第7
表は1898（明治31）年の高知県有力商工業者の存在状況を示す。
　この年の有力商人は，清酒醸造販売，呉服太物商，紙輸出商，米穀商，小
間物商，薬種売薬商などが多いが，その多くはいずれにおいてもみられみも
のである。しかし，それらのうちで紙輸出商が大きなウェイトを占めている
ことは，この高知県の特徴である。
　これら有力商人の地域別所在状況をみよう。高知市は182で，全体の実に
69．7％がここに集中している。須崎，中村，伊野が7～8％台，安芸が
5．4％である。このように，高知市のウェイトが圧倒的に大きいが，しかし紙
輸出商は，伊野町11，高知市8，須崎町8で，伊野町および須崎町のウェイ
トが大きい。
5　地域的構成
　（1）産業の地域的集中
　工業の郡市別状況をみよう。第8表によって工場職工数でみると，土佐郡
が22，1％，高岡郡16．3％，安芸郡14．6％，高知市13．9％，香美郡10．6％，長
岡郡9．0％，幡多郡3．3％というように土佐郡などのウェイトが大きいとはい
え，比較的ひろく分散しており，高知市のウェイトも大きくない。工場は製
紙業が中心であることから，特定の工業地帯を形成していないことの反映で
ある。
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第7表　高知県有力商工業者数 一1898（明治31）年一
営　業　種　目 人数 営　業　種　目 人数
清酒醸造及販売 34 清　酒　製　造 5
呉服太物商 23 呉服太物商 4
小　間　物　商 15
る．??????
米　　穀　　商 2
米　　穀　　商 ll 小　問　物　商 2
紙　輸　出　商 8 薬　　種　　商 1
紙　　　　　商 8 合　　　　　計 14
薬種売薬商 8 諸紙輸出商 11
古　　着　　商 7 呉服太物商 5
材　　木　　商 6
??????
米　　穀　　商 2
諸　　油　　商 5 各　種　営　業 2
金　　物　　商 4 合　　　　　計 20
荒　　物　　商 4 諸紙輸出商 8
砂　　糖　　商 4 呉服反物商 5
???????????????????????
石　灰　製　造 4 清酒醸造及醤油 3
生糸輸出商 3
??????
米　　穀　　商 3
書　　籍　　商 3 回　　漕　　業 2
煙　草　製　造 3 各　種　営　業 2
漆　　器　　商 3 合　　　　　計 23
穀　　物　　商 3 清　酒　醸　造 11
履　　物　　商 3 呉服太物商　噛 5
洋　反　物　商 2 紙　　　　　商 2
足袋製造販売 2
?????
薬種売薬商 2
陶　　器　　商 2 各　種　営　業 2
漁　　具　　商 2 合　　　　　計 22
旅　　人　　宿 2
各　種　営　業 8 高　知　県　合　計 261
合　　　　　計 182
註　1）r日本全国商工人名録』（第2版　明治31年）より作成．
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第8表　高知県工場郡市別所在状況 一1915（大正4）年一
郡　市　別　比　率工　　場　　数
iうち原動力を
Lするもの）
職　　工　　数
iうち男工数） 工場数 職工数
1工場あたり
E工数
高知市 31（14） 648（324）人21．3％ 13．9％ 20．9人
安芸郡 28（9） 681（118） 19．3 14．6 24．3
香美郡 21（2） 493（　25） 14．5 10．6 23．5
長岡郡 16（7） 421（172） 11．0 9．0 26．3
土佐郡 19（13） 1，032（415） 13．1 22．ユ 54．3
吾川郡 7（3） 472（228） 4．8 10．1 67．4
高岡郡 21（12） 759（　97） 14．5 16．3 36．1
幡多郡 2（2） 155（　36） 1．4 3．3 77．5
合　計 145（62） 4，663（1，415）100．0 100．0 32．2
註　1）第5表と同一書より作成．
第9表　製紙帰艦別状況 1912（大正1）年
1戸あた　り製　造
ﾋ　数
職　工　数
紙　漉
?@数
生産額
職工数 紙漉槽数 生産額
高知市 15 　　　　人R07（179）117
　　円
P02，488
　人
Q0．5 7．8
　円
Uβ33
安芸郡 108 534（255）158 109，0564．9 1．5 1，010
香美郡 238 1β89（876）318 250，6155．8 1．3 1，053
長岡郡 144 666（365）203 132，6234．6 1．4 921
土佐郡 283 1，408（558）。5P94 608，2155．0 1．4 2，149
吾川郡 879 3，102（1β40）　。l戟C010 880，3185．0 3．6 3，111
高岡郡 1，985 8，202（3，552）2，175 1，492，6244．1 1．1 752
幡多郡 1，051 1，540（188）1，081 129，258L5 1．0 123
合　計 4，70317，148（7，313）　・6T，4563，714，1973．6 1．2 790
註　1）第5表と同一書より作成．
　　2）職工数（）内はうち男工数．紙漉熱田。は器械に係るもので外数．
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　以上は工場についてであるが，最大の製紙業の地域別状況をみよう。第9
表はそれを示す。高岡郡を最大の産地とする。しかし，もっとも発展的な地
域は土佐郡であるといえよう。
　第10表は金融機関を示す。高知県でも，明治初期には銀行業務類似の荷為
替，貸金営業の銀行類似会社が設立されたていたが，1887（明治10）年に高
知第七銀行，1888年に第三十七国立銀行，第八十国立銀行，第百二十七国立
銀行が設置された。これらの国立銀行は国立銀行条令にもとづき私立銀行と
なり，合併をおこない，高知県下の銀行は土佐銀行と高知銀行の二大銀行と
なった。四つの国立銀行のうち三つが高知市に所在し，高知市への集中が当
　　　　　くおう初より大きい。1915（大正4）年には6銀行があるが，そのうち5までが高
知市に本店があり，高知市への集中が著しい。
第10表　高知県会社・銀行郡市別所在状況 一1915（大正4）年一
商　　　事　　　会　　　社
合　　　　計 株　式　会　社
銀　　　　行
i本　　店）
社寺 払込資本額 社数 払込資本額 行数 払込資本一
高　知　市 30 3，774，311円16 3，517，530円5 1，995，000円
安　芸　郡 15 347，140 4 162，500 ｝ 『
香　美　郡 9 50，675 3 38，000 1 25，000
長　岡　郡 4 9，500 2 7，600 一 一
土　佐　郡 7 606，600 5 556，600 一 一
吾　川　郡 8 737，528 1 630，000 一 一
高　岡　郡 16 358，385 4 102，730 一 『
幡　多　郡 4 23，188 1 20，000 一 一
合　　　計 93 5．907β24 36 5，035，000 6 2，020，000
註第5表と同一書より作成．
（23）前掲（12）と同一書　378ページ以下。
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第11表　高知県郡市別物産構成 一1915（大正4）年一
農　産　物 林　産　物 水　産　物 工　産　物 其　　他 合　　　　　計
高知市 0．7800 一％ 7，900 9L300＿　　0　0 100．0％1，853，881円4．9％
安芸郡 43．0 10．7 21．2 25．0 　 100．0 4，402，4411L7
香美郡 63．3 4．0 2．8 29．8 0．05 100．0 5，353，30214．2
長岡郡 69．8 2．2 2．5 24．1 1．4 100．0 3，753，40410．0
土佐郡 37．7 3．3 0．59 50．0 8．5 100．0 4，102，07610．9
吾川郡 49．1 2．7 8．9 36．2 3．1 100．0 3，500，1839．3
高岡郡 42．4 3．8 17．9 35．2 一 100．0 3，339，87722．2
幡多郡 40．7 10．6 32．5 16．2 一 100．0 6，300，13316．8
46．1 5．3 13．8 33．6 1．4 100．0
全　県
17，281，9281，984，114 5，206，46012， 19，140513，655 37，605，297100．0
註1）r大正4年高知県統計書』より作成．
　（2）各郡市の産業等の状況
　第11表は郡市別物産構成を示す。
　まず，郡市別生産額をみる。高岡郡が全県の22，2％を占め，ついで幡多郡
が16．8％，香美郡14。2％，安芸郡11．7％となり，そのほかは高知市をのぞき
9～10％台である。郡域，戸口とも関連するが，総じて高知市とその周辺の
諸郡は小さく，両翼の地域が広く，生産額の絶対額が大きい。
　構成をみると，全県は，農産物46．1％，林産物5．3％，水産物！3．8％，工産
物33．6％，其他1．4％である。高知市は，工産物が91．3％を占め，そのウェイ
トはきわめて大きいが，それは水産物がややあるのみで，農産物はごくわず
か，林産がない，ということの結果であり，生産額は1人あたりも小さい。
郡部をみると，香美郡と長岡郡が農産物のウェイトがかなり大きく，そのほ
かはいずれも小さい農業郡であり，土佐郡が工産物が50．0％と大きく，農産
物そのほかは小さい工業郡である。吾川郡は工産物，それに農産物もやや大
きく，そのほかは小さい，土佐郡に準ずる郡である。安芸郡，幡多郡は，以
上と対脈的に，水産物，林産物のウェイトが大きく，他方，農産物，工産物
は小さく，水産，林産の地域である。ことに幡多郡の水産物は32．5％ときわ
めて大きい。高岡郡は水産物が大きいが，工産物もやや大きく，他方，農産
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物はやや小さいが，総じて全県と同様の傾向を示すといえよう。ここは先に
みたように全県の4分の1に近い生産額があるが，このような構成から，こ
こが最大の工業生産郡である。その他のものの存在によりそのウェイトがい
くらか小さくなっているところであるる
　生産額1人あたりを郡部についてみると，工業郡の土佐郡と，農業郡のう
ちの香美郡が大きく，水産，林産の幡多郡が最小である。その産業構成や生
産額などからみて，幡多郡が停滞県高知県のその側面を最も典型的に示すと
ころといえるであろう。
　第12表は郡市別職業構成を示す。　　’
第12表　高知県郡市別職業別戸数構成　　　　　　　　　一1915（大正4）年一
農　業 漁　業 商　業 工　業 官公吏ｳ　員 労働者 其　他 無　職 合　　　　計
高知市 0．06％ O．01％36．6％16．8％ 4．2％12．O％20．1％10．3％ 100．0％ 　　一W，328　
安芸郡 48．9 14．3 13．0 4．4 2．5 12．0 3．6 1．9 100．0 14，428
香美郡 65．0 4．3 11．7 4．8 L5 8．3 3．6 0．79 100．0 14，967
長岡郡 68．9 1．9 7．4 5．6 1．5 9．2 4．7 0．81 100．0 13，354
土佐郡 47．5 L1 10．5 8ユ 4．9 15．8 8．1 4．0 100．0 11，653
吾川郡 58．5 6．5 12．7 7．6 1．6 7．9 4．4 0．81 100．0 11β35
高岡郡 55．6 7．9 12．0 6．5 2．2 11．1 3．8 0．97 100．0 27，447
幡多郡 52．2 16．810．1 4．2 2．0 10．0 4．2 0．46 100．0 24，124
52．6 8．0 12．8 6．5 2．4 10．7 5．5 1．7 100．0
全　県
66，30510，09316，110 8，143 2，970 13，4526，8772，191 126，191
註1）第7表と同一書より作成．
　　2）全県欄下段は実数（単位戸）．
　全県では，農業52．6％，漁業8．0％，商業12．8％，工業6．5％，官公吏教員
2．4％，労働者10．7％，其他5．5％，無職1．7％である。
　高知市は商業，工業のほか官公吏教員，其他，無職がかなり大きく，それ
に労働者もやや大で，他方，農業，漁業はきわめて小さく，都市的様相を呈
している。郡部では，香美郡，長岡郡が農業が大きく，ことに長岡郡のそれ
は著しく，他方，それ以外は小さく，ことに長岡郡の漁業は著しく小さい。
土佐郡，吾川郡は前者は労働者，後者は農業のウェイトもやや大きいという
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差異をもちながらもいずれも工業のウェイトが大きく，生産額における工産
額のそれと同様の状況にある。安芸郡は漁業は大きく，また，商業，官公吏
教員，労働者，無職がやや大きく，それ以外は小さい。幡多郡は漁業のみが
大きく，それ以外はいずれも小さい。この両三はともに漁業が大きく，こと
に幡多郡におけるそれは著しい。先にみた生産額におけるそれに対応する。
高岡郡は，農業がやや大きいことのほかはほぼ全県的で，多様な産業，生業
のあることを示すものといえるであろう。
　このようにみると，高知市は，商業，官公吏教員，其他，無職，工業の
ウェイトにおいて都市的様相を塁する。ただし労働老がそれほど大きくない
こととあいまって工業戸数は大きいとはいえ，都市消費の食料加工販売など
と推定でき，工業都市ではない。香美郡，長岡郡，ことに後老は農業郡であ
ること，土佐郡は工業郡，安芸郡，幡多郡が水産郡であること，をここでも
みることができよう。
　つぎに郡市別農業状況をみよう。
　第13表は郡市別の農業状況を示す。全県は，農家率63．8％，農家1戸あた
　第13表　高知県郡市別農業概況　　　　　　　　　　　一1915（大正4）年一
農家率 1戸あたり耕n面積 水田率
1戸あたり農
Y額 水稲反収
高知市 0．06％2町1反6畝 25．0　％ 2，906円00銭 2．142石
安芸郡 63．7 6．　6 39．2 206．09 1，639
香美郡 71．5 1．　6．　9 31．9 316．44 1，863
長岡郡 83．7 1．　3．　7 37．1 234．37 1，826
土佐郡 55．1 2．　0．　1 27．8 240．60 1，785
吾川郡 67．7 2．　7．　2 10．6 214．50 1，649
高岡郡 64．8 1．　8．　1 24．4 198．85 1，498
幡多郡 7L4 9．　4 48．3 148．96 1，219
全　県 63．8 1．　5．　7 29．2 214．63 1，604
註1）第7表と同一書より作成．
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り耕地面積1町5反7畝，水田率29．2％，水稲反収1石6斗4合，農家1戸
あたり農産額214円63銭である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　高知市は農家1戸あたり耕地面積はかなり大きく，農家1戸農産額も大き
く，また，水稲反収も高いが，農家率は極小で，水田率の小ささに示される
ように，都市畑作農業がわずかにみられるにすぎない。郡部では，香美郡お
よび長岡郡が水田が県下では多く，水稲反収も高く，経営面積も実質的に最：
も大きい。農家率も高い主要農業地域といえるであろう。これに対して，土
佐郡，吾川郡は，農家の耕地面積は最も大きいが水田率がきわめて小さい畑
作地帯である。経営耕地面積の大きさは畑地であるがゆえの大きさである
が，そうとはいえここは農家1戸あたり生産額も小さくなく，一定の基盤が
あるといえよう。高岡郡もまたこれらに準ずるといえよう。安芸郡，幡多郡
は，農家率は全県並ないしそれよりやや大きいが，農家の経営規模は最小で
ある。水田率はやや高いが，水稲反収も最も小さく，農家1戸あたり生産額
も小さい。この農業条件の劣悪さは幡多郡においてことに著しい。
　以上から，香美郡，長岡郡は農業県であり，農業条件はよい。土佐郡，吾
川郡は畑地地帯であり，経営面積は大きいが，農業条件はよくない。安芸
郡，幡多郡は，ことに幡多郡は農業条件は最も劣悪であり，最もきびしい状
況にある。
　第14表は郡市別本籍現住人口を示す。
　全県は本籍戸口に対する現住戸口の指数は，戸数で89．1，人口で94．0であ
る。高知市がそれぞれ109．6，135．0で，それを上回り，転入傾向を示す。こ
のほかはすべて100を下回る。指数の小ささは，香美郡が最も著しく，高岡
郡，安芸郡もこの傾向にある。他方，幡多郡が下回り方が最も小さくヂ高知
市についで指数が大きい。長岡郡，土佐郡，吾川郡がこれに類似の傾向にあ
る。すなわち，高知市が唯一上回り，かつ最大であるが，この高知市をとり
まく周辺に指数が大きく，その縁辺が指数が小さく，そして最も僻遠の幡多
郡においてそれが相対的に大きい，ということになる。中軸地である高知市
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第14表　高知県郡市別現住人口比・生産額 一1915（大正4）年一
本籍に対する現住の指数 生　　産　　額
戸　　数 人　　　口 1日目たり 1人あたり
高　知　市 109．6 135．0 222円61銭 47銭30銭
安　芸　郡 83．6 90．7 305．13 52．63
香　美・郡 80．6 89．0 357．63 67．23
長　岡　郡 83．6 92．7 281．07 48．50
土　佐　郡 87．8 93．5 352．02 70．92
吾　川　郡 85．2 91．9 295．67 49．92
高　岡　郡 81．1 90．1 341．14 56．24
幡　多　郡 97．4 97．8 261．16 47．47
全　　　県 89．1 94．0 298．12 54．59
　註　1）第7表と同一書より作成．
が転入による指数の大きさは当然であるが，産業構成，生産基盤の状況にお
いて最も停滞的な幡多郡のそれが中央部の諸郡と比較しての大きさは，この
僻遠の地が都市化の影響を受けることが最も小さく，また人口移動，転出の
条件を見出すに至っていないことを反映したものであるといえよう。
　（3）高知県の地域区分
　このような郡別構成をとる高知県の地域区分であるが，戦前期において，
梶沼甫は，須崎港から北に引く一線，物部川を界とする地形的3区分をベー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　のスとして，高知県を東土佐，中央土佐，西土佐に地域区分をしている。
　このような地域区分をうけて，いくつかの試みがある。岸本実によれば，
従来の地域区分としては，r日本地理風俗体系』（1960年）における区分（山
崎修）と，r高知県新誌』（1950年）における地域区分（寺尾茂）とがある。
前者は，吉野川の十一本山を中心とした吉野川上流地域，高知平野一高知市
を中心とした低地，安芸地方一安芸市と安芸郡全域，仁淀川流域一土佐市と
（24）r日本地理体系　中国及四国篇』　1931年　改造社　334ページ。
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吾川郡と高岡郡北東部，中土佐一須崎市と東北部を除く高岡郡，幡多地方一
旧幡多郡全域，という区分であり，後老は，東部地方一安芸・室戸両市と安
芸郡全域，a海岸地方　b魚梁瀬国有林，中部平野一a高知平野　b仁淀川
下流平野，北部山地，西部地方一a四万十川流域　b中筋川流域　c海岸地
方，というものである。そして，岸本実は，地域区分として高知地域，安芸
地域，幡多地域とし，「高知県は中世以来，とくに藩政期になって高知平野を
中心として開拓が進み，いま，政治・経済・文化はすべて高知市を中心とし
て発展している。すなわち，高知市が結節点となりr高知』地域が，県の結
節地域を構成している。『安芸』『幡多』両地域はそれぞれ安芸市・中村市と
いう中心地域をもちながらも，それらの都市圏がかならずしも全地域をお
おってはおらず，それぞれ高知地域の東・西に接続し，政治・経済・文化等
の面で，その従属地域を形成している。上記の従来の地域区分が，等質地域
を中心に区分されていたのに対し，結節地域としての地域区分の意義は深
　　　い。」としている。
　以上の検討を通じて，この高知県の地域構成は行政，商業などの経済，教
育文化の拠点高知市，高知市をとりまく農工生産地帯，そして東西両翼の漁
業・主業地域とすることができるであろう。それは，中心地高知市からの距
離的位置，遠近でもあり，都市の影響の疎密でもある。
6　産業構造・地域構成の特徴と問題点
　q）特徴
　以上から，高知県は近代の日本農業の主要な方向からみれば，高知県は不
十分な農業基盤の上の農業と工業発展の遅滞が特徴的である。そして特徴的
な産業は漁業と林業，そして県内で栽培される楮，三宮を原料とする製紙業
（25）前掲（4）と同一書　464ページ。
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である。
　また，元来その地理的自然的状況からして中央地域などとの結びつきは困
難であったが，わが国中央部に近代鉄道網が形成されて，そこが物資の移動
の大動脈となるにしたがい，海上交通の衰退で，相対的にいっそう交通不便
な地域となる。このように，産業面でも，交通面でもきびしい状況に追い込
められてきたといってよいであろう。
　このような全国における高知県であるが，その内部では高知市は圧倒的
ウェイトを占める。元来，高知県は藩政期に一国一藩であり，高知城下町高
知は土佐国の政治的中心地であり，経済的にも文化的に・も中心的地域であっ
た。しかし，それにもかかわらずこの東西に長く，南北にも奥行があり，し
かも地形的にも地域的な一帯化がみられず，各地の独自の地域性があった
が，明治期に高知市の中心的位置，商品流通の結節点としての地位をいっそ
う強化していったものと思われる。
　（2）問題点
　前に引用したように，「わが国の中央地域から隔絶し」た地，「日本歴史の
流れからみても，ほとんどつねに中央の文化地域から遠く離れ，現在でも関
東・東海・近畿中央部・瀬戸内・北九州と連なる日本の政治・経済・文化の
中枢地域からはずれ，その裏側的位置にあ」つた高知県ではあるが，その地
域構成をみると，高知市が政治，経済，ことに商業金融業の中心地であり，
ここを中心とするピラミット型をなしていた，安芸郡，幡多郡という東西両
極の2郡との大きな格差を形成していた，といわれるところである。このよ
うな位置・構造と構成をとる高知県は冒頭の課題検討の対象としてはきわめ
て適切であるといえる。
　このような，地域構成をとる高知県には10点の「町村是」が残されてい
る。それは，安芸郡西分村，長岡郡東本山村，土佐郡朝倉村，吾川郡八田
村，弘岡上ノ村，高岡郡上の加江町，幡多郡蕨岡村，山中村，八束村，入野
村のものである。調査時点は，1908（明治41）年1，1909年2，1910年1，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）1912（大正元）年3，1913年1，！9！4年1，1916年1である。これら10力町
村の「町村是」により，明治後期～大正初期の地域の農村民の生活状況を具
体的に検討しうるであろう。改めて検討していきたい。
　追記
　本稿は，1987年12月28・29日に高知大学で開催された社会経済史学会中国四国部会1987
年度大会における「共通論題：資本主義確立期の高知県における社会経済的事情」の一つと
して，「日本資本主義確立期における高知県の産業経済的位置と構造」という論題で報告し
たものを文章化したものである。「町村是資料」による産業資本確立期の農村民の生活変貌
を検討する前提となるものである。「町村是資料」による研究報告は，渡辺広安，徐罧の2人
によって行われた。それらは，渡辺広安「日本資本主義確立期の高知県における農村民の生
活一高知市近郊・朝倉村の場合一」（r岡山大学日本経済史研究会研究会誌』12号　1987年），
徐罧「日本資本主義確立期の高知県の一村における農村民の生活状況一幡多郡入野村の場
合」（同前誌13号　1988年）となっている。
　なお，本稿は1987年度の文部省科学研究費補助金による研究の一部である。
（26）前掲（2）と同一書　158～160ページ。
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